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研究施設等廃棄物のうち安定五品目以外の極低レベル廃棄物は、遮水層を設置したトレンチ処分施設に埋

設することを計画している。本研究では、遮水シート及び低透水性材料等の特性及び組合せを考慮し、放

射性物質の漏出に関して抑制機能の高い遮水システムについて検討した。 
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1. 緒言 

研究施設等廃棄物のうち安定 5 品目以外の極低レベル廃棄物は、遮水層を設置したトレンチ処分施設に

埋設することを計画している。トレンチ処分施設からの放射性物質の漏出は、廃棄物層を通過して施設外

へ浸出する水量が多いほど大きくなると考えられる。このため、浸出水量が抑制されるような遮水層の構

成について検討を行った。 

2. 検討内容 

一般・産業廃棄物の管理型処分場では、浸出水の防止のた

めシート系材料を使用しているが、重機等の接触や施工不良

等により損傷することが想定される。このため、廃棄物処理

法に基づく遮水工(表のモデル 1 と 2)、モデル 2 に低透水層を

追加したモデル 3 及び低透水層と排水層を追加したモデル 4

（図参照）を考案し、遮水層を通過する浸出水量の評価を行

った。浸出水量の評価には、米国で開発された水収支解析を

行う 1 次元の有限差分法の HELP コード[1][2]を使用した。遮水

シートの状態は傷 (25 個/1ha) があり、たわみがある悪い条

件を想定して評価を行った。覆土への平均浸透水量 550 ㎜/y

と計算される気候条件及び地質を設定した。 

3. 結果及び考察 

モデル 3 及び 4 の遮水層では、モデル 1

の遮水層に比べて約 1 桁以上浸出水量が低

くなる結果となった。モデル 2 では遮水シ

ート間に水が滞留する結果となった。モデ

ル 4 では排水層を設置し、排水を促進する

ことで遮水シートにかかる水圧が低くな

り、浸出水量が最も低い結果となった。 
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表 遮水層からの浸出水量の計算結果 

図 遮水層の構成(モデル 4) 及び 
水の流れの概念図 
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